
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、会期・開館時間・
関連イベント等については変更する場合があります。最新の情報
は、当館ホームページまたはお電話にてお問い合わせください。
（０４５-９１２-７７７７）
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関連施設の催し物
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、催しについては

変更する場合があります。詳細は各施設へお問い合わせください。（ ）
横浜開港資料館―Tel:045-201-2100
～�10/30（日）パネル展示「ちむどんどんする街・横浜

鶴見の今昔―街を支えた同郷者のつながり―」

1/�28（土）～3/12（日）特別展「知られざるカメラマン
チャールズ＝ウィード―アメリカ人の写した幕末
の日本」（仮）

◆メールマガジン「よこはま歴史かわら版」
当館をはじめ、（公財）横浜市ふるさと歴史財団が管理す
る各施設の最新情報をメールでお届けします。登録は当
館ホームページから。登録無料です。

横浜都市発展記念館・横浜ユーラシア文化館―Tel:045-663-2424
～�11/6（日）鉄道開業150周年記念 特別展「横浜鉄道

クロニクル―発祥の地の150年―」

11�/17（木）～2/12（日）企画展「江上波夫没後20年 ユー
ラシアへのまなざし―造形の美と技」

11�/26（土）～2/26（日）日本・ウズベキスタン外交関係
樹立３0周年記念　写真展「青が誘

いざな
う　ウズベキス

タン　萩野矢慶記写真展」

横浜市三殿台考古館―――――――――――�Tel:045-761-4571
10/15・16（土・日）土器作り教室（※）
10/22（土）石器作り�体験教室
11/5（土）野焼き（※印参加者対象）
12/3（土）冬の弓矢うち大会
12/17・18（土・日）「夜景」を見る会
3/14（火）～3/16（木）「ダイヤモンド富士」を見る会②

利用案内
【開館時間】9：00～17：00（券売は16：30まで）
　　　　　 ＊公園部分（大塚遺跡を除く）は24時間オープン
【休 館 日】月曜日（祝日振替休日の場合は翌日）、年末年始
【常設展観覧料】

一般 400円（320円）
高校生・大学生 200円（160円）
小学生・中学生 100円（80円）
横浜市内在住65歳以上 100円（80円）
（　）内は団体（20人以上）料金です。

・�特別展・企画展の観覧料
は別に定めます。
・�毎週土曜日は、小・中・高
校生は無料です。
・�横浜市内在住の65歳以上の
方は「濱ともカード」など証明
できるものをご提示ください。
・�「身体障害者手帳」「愛の手
帳（療育手帳）」「精神障害
者保健福祉手帳」をお持
ちの方と介護者は無料で
す。入館の際に手帳また
は、スマートフォンアプ
リ「ミライロID」の手帳画
面をご提示ください。
・�補助犬（盲導犬・介助
犬・聴導犬）とご一緒に
入館できます。

【 ア ク セ ス 】
横浜市営地下鉄「センター北」駅下車

1番出口から徒歩5分
駐車場あり（30分100円）

横浜市歴史博物館 YOKOHAMA HISTORY MUSEUM

〒224-000３　横浜市都筑区中川中央１－1８－１
Tel.045-912-7777　Fax.045-912-77８1
https://www.rekihaku.city.yokohama.jp/
Twitter　＠yokorekihaku
横浜市歴史博物館は（公財）横浜市ふるさと歴史財団が指定管理者として管理運営しています。
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＊新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、予定を変更する場合があります。
　最新情報は、当館ホームページでご確認いただくか電話でお問い合わせください。

2022年度下半期カレンダー
追憶のサムライ 2022年10月8日（土）～11月27日（日）
活字 2022年12月10日（土）～2023年2月26日（日）
浮世絵 2023年3月18日（土）～5月7日（日）
9/27（火）～10/7（金）、11/29（火）～12/9（金）、2/28（火）～3/17（金）は展
示替えのため、常設展のみの開催です。
凡例：○休館日
＊毎月最終水曜日■「濱ともデー」　濱ともカードをお持ちの方は無料
＊毎週土曜日■　小・中・高校生は無料

企画展②

活字　近代日本を支えた小さな巨人たち
12/10（土）～2/26（日）
　金属活字、写植書体やデジタルフォ
ントなど、文字を同一の字形で繰り返
し表現するものを「活字」といいま
す。本展示では、活版印刷と漢字活字
の誕生、活字と印刷術の日本への伝
来、そしてその後の発展の歴史をたど
ります。またデジタルフォントに囲ま
れた現在の文字文化の原点を探り、身
近にある活字の世界を振り返ります。

企画展①

追憶のサムライ
―横浜・中世武士のイメージとリアル―
10/8（土）～11/27（日）
　剛勇、清廉、潔白、私たちの抱いて
いる武士あるいはサムライのイメー
ジは、どのように創り語られてきた
のでしょうか。そして実際の資料か
らうかがえる彼らの実像はどのよう
なものでしょうか。本展示は第一部
で横浜の鎌倉武士・畠山重忠を中心
に創られた武士のイメージに、第二
部で横浜市立大学所蔵の50余点にお
よぶ中世文書から、横浜に伝わる中
世武士たちのリアルにせまります。

関連イベント
Ⅰ　講演会「鎌倉武士のイメージ」� 事前申込
　①10/22（土）
　　「三代将軍�源実朝と鎌倉幕府―実朝のイメージとリアル―」
　　講　師　坂井孝一氏（創価大学文学部教授）
　②11/20（日）「「関東」と鎌倉殿という記憶」
　　講　師　関幸彦氏（日本大学文理学部教授）
　時　間：14：00～16：00（13:30開場）
　会　場：講堂　参加費：各回1,000円
Ⅱ　講座・講演会「古文書のリアル―横浜市立大学所蔵文書の世界―」
　①10/29（土）、11/19（土）� 事前申込
　　「ミニ講座　横浜市立大学所蔵の古文書を読んでみよう」
　　講　師　阿諏訪青美（横浜市歴史博物館�主任学芸員）
　時　間：各日14:00～15:00（13:30開場）
　会　場：研修室　参加費：500円
　②11/6（日）「横浜市立大学の所蔵文書について」
　　講　師　�久留島典子氏（（公財）横浜市ふるさと歴史財団理事、

東京大学名誉教授、神奈川大学国際日本学部教授）
　時　間：14:00～16:00（13:30開場）
　会　場：講堂　参加費：1,000円
Ⅲ　大鎧ワークショップ
　�　展示されている大鎧は何でつくられ、どんな仕組みになってい
るのか、その制作過程をご覧いただけます。
　10/10（月・祝）、11/5（土）
　　講　師　豊田勝彦氏（本展出品作家・甲冑師・朱紅会会員）
　時　間：各日10：00～12：00、13：30～15：30随時
　会　場：２階�企画展示室前廊下
　参加費：無料　事前申込不要。当日会場にお越しください。
Ⅳ　武士のイメージをふくらまそう！「歴史小説フェア」
　�　「サムライ」のイメージをふくらませる歴史小説を中心とした書
籍販売を行います。
　10/12（水）～10/23（日）
　時　間：10：00～16：00
　主　催：神奈川県古書籍商業協同組合
　場　所：1階�エントランスホール

展示概要組版（反転） 
 提供：せんだいメディアテーク

企画展ページ特設サイト

企画展予告
浮世絵展（仮）3/18（土）
～5/7（日）
※会期中に展示替えを
予定しています。
　横浜開港資料館所蔵
資料を中心にご紹介し
ます。

特別講演会
2/5（日）「七つの仮名書体」� 事前申込
　　講　師　鳥海修氏（書体設計士）
　時　間：14:00～15:30（13:30開場）
　定　員：175人
　会　場：講堂
　参加費：1,000円

関連イベント
連続講座 事前申込
①12/11（日）「木版印刷のゆくえ」（仮）
　講　師　鈴木俊幸氏（中央大学文学部教授）
②12/17（土）「日本の近代と活版印刷技術」
　講　師　鈴木淳氏（東京大学大学院人文社会系研究科・文学部教授）
③1/22（日）「明治初期平仮名活字への違和と順応」
　講　師　岡田一祐氏（北海学園大学講師）
④1/2８（土）「書体を読む―活字文化とメディア表象―」
　講　師　正木香子氏（文筆家）
⑤ 2/11（土）「ベントン彫刻機と日本の活字デザイン―三省堂の果たした役割」
　講　師　雪朱里氏（著述業）
時　間：各回14：00～15：30（13：30開場）
会　場：講堂
参加費：各回1,000円（5回一括4,000円）

イベント申込方法　※締切日をご確認のうえお申込みください。
・WEB
　�当館HPイベントページ内「企画展・特別展関連イベント」
から申込画面へお進みください。（携帯電話・スマート
フォン・タブレット不可。動作保証しておりません）
　＊締切日の17：00まで
・往復はがき
　�①ご希望のイベント名　②郵便番号・住所・氏名
　③電話番号　を明記のうえ当館イベント係宛にご郵送ください。
　＊往復はがき１通につき１イベント１名様まで　＊締切日必着

企画展・特別展関連
イベントページ

五雲亭貞秀《神奈川横浜新湊港崎町遊廓花盛之図真景》
文久元年（1861）大判錦絵三枚続　所蔵：横浜開港資料館


